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頸髄損傷者・・・

人生の途中で、重度の四肢麻痺となる。

いわゆる「障害の受容」≒「自己理解」が必要となる。

自らの状況に向き合うことの辛さがある。

「この世で最も不幸な自分」 という思いがある。
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頸髄損傷者の動作獲得の例（移乗動作）

脊髄損傷リハビリテーション
マニュアル第３版
神奈川リハビリテーション病
院 脊髄損傷リハビリテーショ
ンマニュアル編集委員会・編
より
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【実践】ベット⇆車椅子の移乗方法をご紹介！！(脊髄損傷)
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車椅子・ベッドの移乗が難しい状態のK君

何度やってもできる気がしない

足上げに３年かかる

「もう移乗動作訓練はやらない！」

「バスケをやる！」
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車イスツインバスケットボール



8

ALS
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ALSの情動制止困難と向き合う 岡部宏生氏 講演録
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https://www.youtube.com/watch?v=JzMM-fLqLd4
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高次脳機能障害
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障害のある自己に向き合い、乗り越えてきた人たちがいる

先行事例を知る、ピアのチカラ

支援者の価値観を押し付けない

情報の提供

“待つ”

前を向いた本人の気持ちの後押しをする
共に喜びを分かち合う


